
　

6
月
10
日
の
総
会
前
に
、
支
部
長
会
議
を
開
催

し
た
。
県
外
4
支
部
を
含
め
19
支
部
の
代
表
と
本

部
役
員
ら
34
人
が
参
加
し
、
本
部
と
支
部
の
情
報

交
換
や
支
部
活
動
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

た
＝
写
真
。

　

本
部
か
ら
は
、

前
回
要
望
の
あ
っ

た
支
部
旗
作
成
補

助
金
の
要
綱
を
定

め
た
こ
と
や
、
同

窓
会
費
の
口
座
振

替
の
勧
誘
、
同
窓

会
だ
よ
り
へ
の
情

報
提
供
の
お
願
い

な
ど
が
あ
っ
た
。

支
部
か
ら
は
、
若

手
の
参
加
を
促
す

た
め
、
総
会
・
懇
親
会
に
学
生
を
無
料
で
招
待
し

た
り
、
就
職
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
事
例
や
、

新
入
生
歓
迎
会
を
兼
ね
て
総
会
を
開
催
し
て
い
る

事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

転
勤
者
情
報
を
地
域
支
部
に
も
提
供
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
秋
田
県
警
察
支
部
か
ら

は
、
各
署
の
同
窓
生
に
地
域
支
部
に
顔
を
出
す
よ

う
伝
え
る
、
北
都
銀
行
支
部
か
ら
は
支
店
長
等
に

声
を
掛
け
て
は
ど
う
か
と
、
今
後
の
交
流
拡
大
に

期
待
で
き
る
提
案
が
あ
っ
た
。

　

近
畿
支
部
な
ど
か
ら
は
、
「
支
部
活
性
化
の
た

め
に
も
是
非
甲
子
園
に
出
て
ほ
し
い
」
と
母
校
へ

の
強
い
要
望
（
声
援
）
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
３
年
ご
と
に
支
部
長
会
議
を
開
催
し
、

同
窓
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、
各
支
部
と
本
部

の
意
見
交
換
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
。�

（
企
画
委
員
長
・
佐
藤
悦
紹
）

　

同
窓
諸
氏
の
ご
協
力
、
ご
協

賛
の
お
か
げ
で
、
創
立
1
4
5

周
年
記
念
同
窓
会
員
名
簿
第
41

号
の
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
次
名
簿
委
員
と
名
簿
委
員

会
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

編
集
上
の
ミ
ス
か
ら
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
、
複
数
の
大
き
な
間

違
い
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

該
当
箇
所
の
皆
様
及
び
ご
購
入

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
訂
正
シ
ー
ル
を

用
意
し
、
名
簿
を
お
持
ち
の
皆

様
に
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
誤
字
、
脱
字
等
が
判

明
す
る
場
合
も
あ
る
か
と
は
思

い
ま
す
が
、
ど
う
か
努
力
に
免

じ
て
ご
容
赦
の
程
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
若
干
の
残
部
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�（
名
簿
委
員
長
・
越
中
谷
孝
一
）

３
年
ぶ
り
に
支
部
長
会
議
を
開
催

名
簿
第
41
号
を
発
刊
!!

記
念
講
演

「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

�

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
を
振
り
返
る
」

　
　
（
公
財
）
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会　
強
化
第
二
部
副
部
長

�

渡
部
　
徹
（
昭
和
56
卒
）

　
2
0
2
0
東
京
五
輪
招
致
に
あ
た
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
国
内
支
持
率
向
上
の
任

を
担
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
の
一
員
と
し
て
前
回
大
会

2
0
1
6
リ
オ
五
輪
の
招
致
活
動
の
経
験
が
あ
り
、
招
致
パ
ー
ト
ナ
ー
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）

を
う
ま
く
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
目
指
し
た
こ
と
は
①
徹
底
し
た
経
費
の
削
減
②
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
意
識
③

S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
積
極
的
な
活
用
④
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
︱
に
加
え
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
活
用
な

ど
で
、
P
R
活
動
の
一
環
と
し
て
東
京
都
の
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
も
心
掛
け
た
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
2
0
2
0
東
京
五
輪
の
招
致
ロ
ゴ
選
定
で
、
ロ
ゴ
の
デ
ザ

イ
ン
は
2
0
1
1
年
11
月
に
J
O
C
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
公
募
し
た
作
品
の
中

か
ら
、
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
感
じ
さ
せ
た
島
峰
藍
（
し
ま
み
ね
・
あ
い
）
さ
ん
（
当
時
・

女
子
美
術
大
3
年
）
の
作
品
に
決
定
し
制
作
さ
せ
た
。
島
峰
さ
ん
の
作
品
は
日
本
を
象
徴

す
る
「
桜
」
が
モ
チ
ー
フ
で
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
集
ま
っ
た
「
桜
の
リ
ー
ス
」
を
か
た

ど
っ
て
お
り
、
リ
ー
ス
に
は
「
再
び
戻
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
日
本
が
1
9
6
4
年

（
昭
和
39
年
）
以
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
て
、
再
び
こ
の
国

に
勇
気
と
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
の
願
い
が
強
く
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
も
足
を
運
び
、
「
実
は
こ
う
い
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
「
こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
の
活
動

が
間
違
っ
て
い
な
い
と
意
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

国
内
支
持
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
I
O
C

が
初
め
て
調
査
結
果
を
公
表
し
た
12
年
5
月
に

47
％
だ
っ
た
が
、
次
第
に
上
向
き
58
％
（
12
年
7

月
）
、
第
6
回
最
終
調
査
（
13
年
3
月
）
で
77
％

ま
で
達
し
、
「
7
割
あ
れ
ば
ま
ず
大
丈
夫
」
と
、

こ
の
時
点
で
東
京
に
2
0
2
0
五
輪
が
来
る
こ
と

を
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
正
式
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
た

の
は
13
年
9
月
の
I
O
C
総
会
だ
っ
た
。

　
最
終
的
な
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
は
21
社
に
上
り
、

前
回
リ
オ
大
会
の
招
致
数
（
17
社
）
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
た
。

同窓会員名簿第41号の発送準備に追われる名簿委員
ら（８月26日、羽城館で）
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